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近年養殖ブリなど多くの魚種に黄疫が頻発し､多大の被害が出ているが､その発症磯横について

は不明であり､予防 b治療方法についてはいまだに確立されていない｡ビリルビンの生理機能から､

生体内脂質過酸化が原因であり､その進行を抑制することにより､予知 〃予防が可能と考えられるO

そこで､黄疫原因菌を投与し､血液および肝臓の生体内脂質過酸化の進行状況およびその防御能の

変動について調べたO得られた結果は黄疫原[*]菌の接種により､溶血が起こり､その結果生体内の

脂質過酸化が進行したこと､その進行を抑制するためにビリルビンが産生し､a-トコフェロ-ル

が消費されたことを示唆していたDさらに､これまでの研究結果より黄疫発症予防に関して最も重

要な抗酸化物質と考えられるascorbicacid含量を変化させた飼料を給餌した私 費疫を人為的

に発症させた後､黄痕発症状況を検討したOまた､養殖ギンザケのウイルス感染症で脂質過酸化が

その発症要因であると考えられるE=BSについても､感染実験を行いその発症機構および予防法に

ついて検討した｡以上の結果をもとに､水産養殖上問題となっているブリ黄疫やギンザケE工BS感

染症など､ビリルビン代謝の異常がをともなう疾病の予知 ¢予防および治療法を確立し､健全な水

産養殖業の発展に寄与する事を目的とした本研究を行ったOその結果についてのとりまとめたもの

が､この報告書である｡
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